
苦
悩
に
満
ち
た
、
し
か
し
充
実

し
た
討
論
で
ま
と
め
ら
れ
た
。

８
月
８
日
、
第
６
回
「
老
朽
原

発
う
ご
か
す
な
！
大
集
会in

お
お

さ
か
」

実
行
委

員
会
が
、

３
４
名

の
参
加

を
も
っ

て
開
催

さ
れ
た
。

３
名
が

福
井
か

ら
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
で

の
参
加

だ
っ
た
。

今
回
の

実
行
委

員
会
の
主
な
議
題
は
、
９
月
６
日

の
大
集
会
の
開
催
の
是
非
を
議
論

し
判
断
を
下
す
こ
と
に
あ
っ
た
。

で
き
る
だ
け
多
く
の
方
に
、
思

い
や
意
見
を
聴
き
、
議
論
を
深
め
、

決
断
を
し
よ
う
と
司
会
者
か
ら
提

起
が
あ
り
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
、
現
状
や
思
い
が
発
言

さ
れ
た
。
医
療
現
場
で
働
く
人
か

ら
は
、
切
実
な
労
働
状
況
と
医
療

体
制
の
貧
困
さ
が
報
告
さ
れ
た
。

ま
た
、
公
務
な
ど
多
く
の
人
と
接

す
る
労
働
者
で
組
織
さ
れ
る
労
組

団
体
も
、
組
織
と
し
て
動
員
を
か

け
る
の
は
難
し
い
と
苦
悩
を
吐
露

さ
れ
た
。
一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
も
、
自
粛
と
「G

o
T
o

」
を

同
時
進
行
さ
せ
る
無
策
を
は
じ
め
、

「
三
密
」
の
極
み
と
も
い
え
る
老

朽
原
発
再
稼
働
の
た
め
の
工
事
は

着
々
と
進
め
て
い
る
政
府
に
対
し

て
、
黙
っ
て
い
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
９
月
に
も
老
朽
原
発
再
稼
働

工
事
が
終
了
し
、
原
発
立
地
自
治

体
で
老
朽
原
発
再
稼
働
の
議
論
が

始
ま
る
こ
の
時
期
に
、
「
老
朽
原

発
う
ご
か
す
な
」
の
意
思
を
見
せ

よ
う
。
今
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

ほ
と
ん
ど
の
集
会
や
イ
ベ
ン
ト
が

規
制
さ
れ
る
中
で
、
こ
の
大
集
会

は
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。

善
を
尽
く
し
「
よ
く
や
っ
た
！
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
な
集
会
を
や
ろ

う
。
等
々
。

結
論
と
し
て
、
●
人
数
に
は
こ

だ
わ
ら
ず
集
会
を
開
催
す
る

●

自
主
参
加
で
、
お
互
い
の
決
断
を

理
解
し
あ
う
。
●
大
阪
に
結
集
で

き
な
く
と
も
各
地
で
統
一
行
動
を

追
求
す
る

●
声
明
文
を
出
し
広

め
る

●
申
入
れ
ハ
ガ
キ
を
送
る

●
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
利
用
し
て
「
老
朽

原
発
う
ご
か
す
な
！
」
を
広
め
る

●
有
志
に
よ
る
御
堂
筋
ス
タ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
連
帯
す
る

な
ど
が

確
認
さ
れ
た
。

長
く
、
熱
い
議
論
の
後
、
誰
か

ら
と
も
な
く
拍
手
が
沸
き
起
こ
っ

た
。
こ
の
間
、
「
老
朽
原
発
う
ご

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
法
廷

に
入
る
人
数
が
大
幅
に
制
限
さ
れ

る
中
、
沢
山
の
支
援
者
の
方
々
が

傍
聴
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
京
都
、
福
井
か
ら
も

ご
参
加
い
た
だ
き
、
皆
様
の
心
意

気
に
大
変
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
今
年
４
月
に
裁
判

官
一
人
の
交
替
が
あ
り
、
主
張
し

て
き
た
重
要
な
問
題
に
つ
い
て
、

裁
判
官
に
し
っ
か
り
理
解
し
て
い

た
だ
く
よ
う
弁
論
更
新
で
す
。
高

浜
・
美
浜
両
法
廷
で
そ
れ
ぞ
れ
５

０
分
近
い
時
間
を
使
い
、
原
子
炉

容
器
の
中
性
子
照
射
脆
化
、
地
震

動
評
価
と
耐
震
安
全
性
、
電
気
ケ
ー

ブ
ル
の
劣
化
に
つ
い
て
と
、
原
規

委
の
秘
密
会
議
事
件
、
原
発
関
連

新
聞
記
事
に
つ
い
て
陳
述
で
し
た
。

そ
の
中
で
特
に
、
原
規
委
の
秘

密
会
議
事
件
は
、
主
張
全
体
を
通

し
て
み
た
と
き
に
、
如
何
に
そ
の

か
す
な
！
」
を
合
言
葉
に
広
が
っ

た
連
帯
・
共
闘
を
強
く
感
じ
る
会

議
で
あ
っ
た
。

（
若
狭
の
原
発
を
考
え
る
会

橋
田
秀
美
）

審
査
が
杜
撰
で
偽
り
に
満
ち
て
い

る
か
を
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
で
し
た
。
こ
れ
は
、
関
電
３
原

発
（
大
飯
・
高
浜
・
美
浜
）
の
火

山
灰
対
策
が
過
小
評
価
だ
っ
た
こ

と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た

規
制
委
が
、
公
開
会
議
で
あ
る
委

員
会
の
前
に
「
非
公
開
・
議
事
録

な
し
、
配
布
資
料
廃
棄
」
と
い
う



秘
密
会
議
を
行
い
、
関
電
へ
の
対

応
に
つ
い
て
２
案
か
ら
１
案
に
絞

る
意
思
決
定
を
し
て
い
た
の
で
す
。

こ
こ
で
規
制
委
は
、
基
準
不
適
合

状
態
に
あ
る
と
し
て
は
対
応
せ
ず
、

関
電
に
報
告
徴
収
を
し
て
か
ら
基

準
適
合
性
の
判
断
を
す
る
「
時
間

稼
ぎ
」
の
案
を
採
用
し
た
の
で
す
。

こ
れ
は
、
原
規
委
設
置
法
第
１

条
で
「
そ
の
委
員
長
及
び
委
員
が

専
門
的
知
見
に
基
づ
き
中
立
公
正

な
立
場
で
独
立
し
て
職
権
を
行
使

す
る
原
子
力
規
制
委
員
会
を
設
置

し
」
と
す
る
規
定
に
違
反
し
て
い

る
た
め
、
認
可
の
取
消
事
由
と
な

る
と
い
う
主
張
で
す
。

し
か
し
、
そ
も
そ
も
取
り
消
し

事
由
云
々
以
前
に
、
原
規
委
の
審

査
の
信
頼
性
が
大
き
く
揺
ら
ぐ
事

件
で
あ
る
こ
と
を
裁
判
官
に
強
く

印
象
付
け
る
狙
い
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
原
子
炉
の
中
性
子
照
射

脆
化
の
審
査
で
現
デ
ー
タ
す
ら
確

認
し
な
い
、
必
要
な
加
振
試
験
も

認
可
後
に
後
回
し
、
火
山
灰
の
想

定
が
過
小
評
価
で
あ
る
こ
と
を
示

す
文
献
を
見
過
ご
す
等
々
、
す
べ

て
に
通
じ
る
こ
と
だ
か
ら
で
す
。

私
た
ち
は
、
裁
判
官
に
「
専
門
家

の
い
う
こ
と
だ
か
ら
大
丈
夫
」
と

言
わ
せ
な
い
よ
う
に
運
動
を
盛
り

上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
し
た
。

７
月
３
１
日
、
「
９
・
６
老
朽

原
発
う
ご
か
す
な
！
大
集
会in

お

お
さ
か
」
実
行
委
員
会
を
代
表
し

て
、
中
嶌
哲
演
さ
ん
、
木
原
壯
林

さ
ん
ら
４
名
が
奈
良
に
来
て
い
た

だ
き
、
終
日
、
「
原
発
ゼ
ロ
・
被

災
者
支
援
奈
良
の
つ
ど
い
実
行
委

員
会
」
と
共
に
、
大
集
会
成
功
の

要
請
と
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

初
に
、
奈
良
県
教
育
会
館
に

お
い
て
、
松
本
俊
一
共
同
代
表
の

挨
拶
の
あ
と
、
木
原
壯
林
さ
ん
か

ら
奈
労
連
、
新
日
本
婦
人
の
会
、

年
金
者
組
合
者
、
平
和
委
員
会
の

代
表
に
「
老
朽
原
発
の
危
険
性
」
、

大
集
会
の
意
義
、
取
り
組
み
の
経

過
な
ど
が
詳
し
く
語
ら
れ
た
。

続
い
て
、
４
名
と
奈
良
実
行
委

員
会
の
計
１
１
名
は
、
「
脱
原
発

を
め
ざ
す
奈
良
県
議
会
議
員
連
盟
」

（
超
党
派
１
８
名
）
と
県
庁
で
交

流
。
山
本
進
章
議
連
会
長
（
現
奈

良
県
議
会
議
長
）
を
は
じ
め
７
名

（
老
朽
原
発
４
０
年
廃
炉
訴
訟

市
民
の
会

草
地
妙
子
）

の
県
会
議
員
の
ご
参
加
を
頂
き
、

阪
口
幹
事
長
の
司
会
で
山
本
会
長
、

乾
副
議
長
お
よ
び
哲
演
さ
ん
の
挨

拶
、
太
田
幹
事
の
議
連
取
り
組
み

報
告
、
木
原
さ
ん
の
「
老
朽
原
発

う
ご
か
す
な
！
」
取
り
組
み
の
報

告
に
続
い
て
活
発
な
報
告
が
相
次

ぎ
非
常
に
有
意
義
な
交
流
が
出
来

ま
し
た
。
参
加
者
一
同
「
老
朽
原

発
う
ご
か
す
な
！
」
の
意
思
を
固

め
記
念
撮
影
（
下
写
真
）
。

午
後
は
車
に
分
乗
し
て
、
以
下

を
順
次
訪
問
・
要
請
・
交
流
を
行

な
い
ま
し
た
。
訪
問
先
は
、
平
和

フ
ォ
ー
ラ
ム
、
部
落
解
放
同
盟
、

保
険
医
協
会
、
般
若
寺
、
コ
ー
プ

自
然
派
。
コ
ロ
ナ
禍
の
厳
し
い
情

勢
の
も
と
、
十
分
な
注
意
と
創
意

工
夫
を
し
て
集
会
を
成
功
さ
せ
る

べ
く
、
哲
演
さ
ん
・
木
原
さ
ん
ら

は
各
団
体
の
実
情
や
交
流
の
経
験

も
交
え
て
熱
心
に
訴
え
ら
れ
ま
し

た
。

後
に
般
若
寺
を
訪
れ
工
藤

良
任
住
職
か
ら
「
原
爆
犠
牲
者
追

悼
・
平
和
の
塔
の
つ
ど
い
」
の
お

話
を
聴
き
、
核
廃
絶
を
誓
い
な
が

ら
午
後
５
時
に
団
体
訪
問
を
終
了

し
ま
し
た
。

後
に
、
Ｊ
Ｒ
奈
良
駅
近
く
で

簡
単
な
交
流
の
場
を
持
ち
、
参
加

者
全
員
が
「
中
嶌
哲
演
さ
ん
ら
に

来
て
い
た
だ
い
て
、
奈
良
の
各
団

体
と
「
老
朽
原
発
う
ご
か
す
な
！

実
行
委
員
会
」
と
の
交
流
な
ど
稔

り
多
く
、
奈
良
の
取
り
組
み
に
大

き
な
刺
激
を
い
た
だ
き
感
謝
し
て

い
ま
す
」
な
ど
と
口
々
に
満
足
感

溢
れ
る
感
想
を
述
べ
あ
い
ま
し
た
。

（
原
発
ゼ
ロ
・
被
災
者
支
援
奈

良
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会

溝
川
悠
介
）

「老朽原発うごかすな！大集会」の成功に向

けて、すでに900をこえる団体、個人からの賛

同が集まっております。コロナ禍の中での大

集会の成功のため、さらなる賛同を実行委員

会に集中してくださるよう重ねて訴えます。

賛同金は団体1口3000円、個人1口1000円で

す。複数口のご納入をいただければ幸いです。

ご賛同いただけます場合、郵便振替用紙に、

団体あるいは個人名、連絡先、お名前公表の

可否を明記の上、お振込みください。
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